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現代の更年期
戦後，日本女性の平均寿命は 55 歳ぐらいであったのが，今では 85 歳を超える

までに延びています．一方，日本女性の閉経年齢は 50 歳前後と，ここ 60 年あま

り変わっていません．現代女性にとって，閉経後 30 年以上ある人生を健やかに

過ごせるかどうかは，大きな問題であります．また，日本男性の平均寿命も延伸

しており，定年後約 20 年続く夫婦生活を，お互い生き生きと健康に暮らすこと

が男女共通の願いと言えるでしょう．

しかしながら，女性の社会進出や晩婚化とともに，現代社会における様々なス

トレスが原因となり，30 代後半の女性に卵巣機能の低下が見られる更年期障害

の早発や，長期化が問題になってきています．最近では，ストレス過多のために

ホルモンバランスに異常をきたし，20∼30 代前半で更年期障害のような症状を

きたす女性も見られると言われています．

また，近年，男性の更年期障害も認識されるようになりましたが，まだ広く理

解が進んでいるとは言えず，性機能の低下が男女の健全な性生活に悪影響を及ぼ

すことが危惧されます．

本号では，ストレス社会の更年期障害をテーマに，様々な角度から現代におけ

る女性と男性のそれぞれの問題を取り上げ，人生 80 年時代の健やかな生活習慣

について考えます．
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